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以下の各問に答えよ。ただし、解答はマークシート方式となっているので、問題の解答番号に入る数値また

は選択肢番号を解答用紙（マークシート）に解答すること。 

※‐で囲まれた数字は解答番号を示す。○で囲まれた数字は選択肢番号を示す。 

 

1. 比較優位比較優位比較優位比較優位についてについてについてについて 

キノコ狩りは上手だが魚釣りが下手な A さんと、キノコ狩りは下手だが魚釣りは上手な B さんがいるとする。

二人が 1 時間作業した場合の、キノコと魚の捕獲量は以下の表の通りである。問いに答えよ。なお、答えは以

下の選択肢から選ぶこと。 

【選択肢】（① 1/6、② 1/2、③ 2/3、④ 2、⑤ 4、⑥ 6、⑦ A さん、⑧ B さん、⑨ その他 ） 

 

表.1 時間あたりの捕獲量 

Aさん Bさん

魚 4匹 6匹

きのこ 2㎏ 1㎏  

 

1.1. A さん・B さんにおいて、魚 1 匹を釣りあげるためにかかる費用は、キノコで計った機会費用で計算する

といくらになるか？ A さん（ １ ②②②②）㎏、B さん（ ２ ①①①①）㎏ 

1.2. A さん・B さんにおいて、キノコ 1 ㎏を採取するためにかかる費用は、魚で計った機会費用で計算すると

いくらになるか？ A さん（ ３ ④④④④）匹、B さん（ ４ ⑥⑥⑥⑥）匹 

1.3. 魚の捕獲に比較優位があるのはどちらか？（ ５ ⑧⑧⑧⑧） 

 

2. 交易の利益につい交易の利益につい交易の利益につい交易の利益についてててて 

A さんと B さんの総労働時間が 10 時間あるとする。A さんと B さんは二人とも、魚釣りに 5 時間、キノコ狩り

に 5 時間を利用していたとする。以下の問いに答えよ。 

 

3.1. A さんと B さんは二人とも、比較優位のある仕事に 7 時間利用し、他方に 3 時間を利用することにした。

このとき、それぞれの魚とキノコの収穫量を答えなさい。なお、答えは以下の選択肢から選ぶこと。 

【選択肢】（① 3、② 6、③ 7、④12 、⑤14 、⑥ 18、⑦ 28、⑧ 42、⑨ その他 ） 

 

【 魚 】：A さん（ ６ ④④④④）匹、B さん（ ７ ⑧⑧⑧⑧）匹 

【キノコ】：A さん（ ８ ⑤⑤⑤⑤）㎏、B さん（ ９ ①①①①）㎏ 

 

3.2. 労働時間の配分を変化させた後、お互いに交易を行うこととなった。交換比率はキノコ１㎏に対して、

魚 3 匹とする。なお、A さんは労働力を変化させることで増加した全ての収穫を B さんとの交易に利用す

る。この条件で交易を行った場合、A さんと B さんの最終的な魚とキノコの保有量はいくらか。ただし、

交易の際に輸送費などのコストはかからないとする。なお、答えは以下の選択肢から選ぶこと。 

【選択肢】（① 5、② 7、③ 8、④ 10、⑤20、⑥22、⑦24、⑧ 30、⑨ その他 ） 

 

【 魚 】：A さん（ 10 ⑦⑦⑦⑦）匹、B さん（ 11 ⑧⑧⑧⑧）匹 

【キノコ】：A さん（ 12 ④④④④）㎏、B さん（ 13 ②②②②）㎏ 

 

3.3. この結果、比較優位のある財の収穫を増加させ、さらに交易を行うと、二人の最終的な財の保有量は 14

（①減少する、②増加する、③変化しない、④定まらない、⑤その他）。二人が利用する総労働力は 15

（①減少する、②増加する、③変化しない、④定まらない、⑤その他）ことから、交易を行うことが合

理的であることが確認できる。 


